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決着をつけた。さて、本研究では近藤温度約20K の典型的重い電子系物質である CeRu2Si2 、 lK 以下の近藤温度を
持つより局在した系である CeRu2Ge2、及び近藤温度1000K 以上という非常に強い混成を持つ価数揺動系物質 CeR
U について 3d-4f共鳴光電子分光を行い、バルク電子状態を反映したスペクトルを得た。特にフェルミ面近傍での
スペクトル形状では各物質の真の近藤温度の違いを反映した結果が初めて得られた。さらに定量化した議論を行うた
め、 CeRu2Si 2 、 CeRu 2 Ge2 について NCA 計算による解析を行ったところ、結品場を考慮に入れた計算結果は実験結
果をよく再現し、得られたパラメーターから見積もった近藤温度は真の近藤温度と非常に近い値を示した。両物質で
は共にアンダーソン不純物モデルによる描像でよく説明されることを示唆している。また、 CeRu2 の 3d-4f共鳴領
域ではそのスベクトル形状にアンダーソン不純物モデルのみでは説明できない構造が現れた。これはより混成の強い
バルク Ce4f状態がスペクトルを主に支配し、その結果 CeRu2 の強い遍歴性が反映されているものと解釈でき、遍歴
的物質に対するアンダーソン不純物モデルの限界を光電子分光で初めて明確に確認で・きた。また、 Ce4f スペクトル
をバンド計算と比較したところ、 Ce4f状態密度と定性的に非常によく似ていることがわかった。さらに、 CeRu2 の











ためには 1 keV 付近の軟X線領域において100meV という高分解能の光電子分光が必要とされる o
本研究ではこのような実験をできる装置を SPring- 8 で建設調整し、世界でもこれまで類を見ないバルク電子状
態の徹密な観測を可能にした。本研究で得られた結果は以下の通りである o
1. CeRu2Si 2 及び CeRu2Ge2 の高分解能 3d-4f共鳴光電子分光
近藤温度約20K の典型的重い電子系物質である CeRu2Si2 及び、 lK 以下の近藤温度を持つ、より局在した系であ




2. CeRu2 の高分解能 3d-4f共鳴光電子分光
近藤温度1000K という非常に強い混成を持つ価数揺動系物質 CeRu2 のバルク電子状態を 3d-4f共鳴光電子分光で
測定し、遍歴的Ce物質に対するアンダーソン不純物モデルの限界を光電子分光で世界で、初めて明確に確認した。こ
の結果は Nature に発表した。
1 、 2 の研究ともに世界初演の極めて優れた研究であり博士(工学)の学位論文として価値あるものと認められる。
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